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～医療と司法が協働する健康格差への新たな取り組み～

第11回 J-HPHカンファレンス2026【第２報】

日時：2026 年 11 月 28 日（土）～ 29 日（日）

会場：順天堂大学国際教養学部　第３教育棟
　　　 東京都文京区本郷２丁目３− 14
　　　　（JR・東京メトロ「御茶ノ水駅」徒歩約 10 分）

■ プレナリー：対話と討論のシンポジウム
　「ヘルス・ジャスティス・パートナーシップ（Health-Justice Partnership）
～医療と司法が協働する健康格差への新たな取り組み～」
　座長：武田　裕子氏（順天堂大学大学院　医学教育科医学教育学　教授）
　　　　猪股　正氏（埼玉弁護士会所属・日弁連貧困問題対策本部副本部長　弁護士）
　　　　＊裏面をご参照ください。

懇親交流会
　会場：by you 文京食堂（会場から徒歩１分）

■ 参加費・申込
HPH 加盟 12,500 円／ HPH 非加盟 15,500 円
大学生・大学院生 2,000 円／懇親交流会 7,000 円

抄録登録締切：10 月 31 日（土）／

参加申込締切：11 月 14 日（土）
申込：日本 HPH ネットワーク（J-HPH）
WEB サイトよりお申込みください。

■特別講演
　「ヘルスプロモーションと医療経済～医療・教育・芸術の融合による日本再生のための

『プランＢ』～」
　講師：兪炳匡（ユウ　ヘイキョウ）氏
（早稲田大学人間科学学術院　教授・神奈川県立保健福祉大学大学院　教授）

 ワークショップ  ポスターセッション  懇親交流会

◎主催　日本 HPH ネットワーク ◎お問い合わせ　conference@hphnet.jp ◎ TEL 092-641-2761
� （千鳥橋病院 代表）
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第 11 回 J-HPH カンファレンス 2026 【第２報】

11 月 28日（土）　受付・ポスター掲示：11:00 ～ 12:55
13:00 ～ 13:20 開会式

13:30 ～ 15:30

WS １「気候変動対策って、実は健康ケアだった　―プラネタリーヘルス・プロモーションのすゝめ」
気候変動対策は、遠い環境問題ではなく、患者さんと地域の健康を守るヘルスプロモーションそのものです。本ワークショッ
プでは、プラネタリーヘルスの基礎から医療界の動向、CFP 測定の意味と始め方までを学びます。日常診療の中にある「低
炭素化のホットスポット」を仲間と見つけ、明日からできる一歩につなげます。医療の質を高めながら、環境にもやさしい
実践を一緒に考えてみませんか。
WS ２「地域を診る、未来を処方する～日々の実践を『社会的処方』　『文化的処方』に落とし込む～」
J-HPH 加盟組織の強みである「地域まるごと健康つくり」「アウトリーチ」「無料低額診療」などの取り組みを、最新の「社
会的処方」や「文化的処方」というレンズで捉え直し、明日からの「ひと工夫」を導き出すことを目的としています。これ
までの自分たちの日常業務や友の会活動、アウトリーチ活動が地域を変える「社会的、文化的処方」であることを理解する。
各事業所で実践している活動を共有し、さらに効果的な取り組みに広がりをみせるためにはどうすればいいかを意見交換す
ることで、次へのステップになるきっかけを得ることを獲得目標としています。事前課題：各事業所で実践している取り組
みや、実践する上で難しいところを事前にまとめてきてください。（定員：50名）
WS ３「平和は健康の第一の前提条件」（ヘルスプロモーションに関するオタワ憲章）（仮題）
――ヘルスプロモーションと反戦平和、医療人にできることを考える」（仮題）
オタワ憲章は、健康の前提条件の筆頭に平和を挙げます。本セッションでは、その意義を読み解き、医療従事者の役割を議
論します。まずＩ．シモニエラ氏（前国際HPHネットワーク副理事長・イタリア）が、反戦平和が医学医療の一部である現
実と世界の組織的実践を講演。次に猫塚義夫医師が、10年に及ぶパレスチナでの現地支援から、長期化する戦争による健康
破壊の深刻な変貌を報告します。さらに長崎の「鶴プロジェクト」が、世代を超える原爆の甚大な健康被害の現状と、核兵
器不使用・戦争回避に向けた日々の活動を報告。討論では、オタワ憲章の理解を深め、各地の工夫に満ちた反戦平和活動の
経験を交流します。

15:40 ～ 16:40 ポスターセッション

16:50 ～ 18:00
特別講演

「ヘルスプロモーションと医療経済～医療・教育・芸術の融合による日本再生のための
『プランＢ』～」
兪炳匡（ユウ　ヘイキョウ）氏（早稲田大学人間科学学術院　教授　神奈川県立保健福祉大学大学院　教授）

18:40 ～ 20:40 懇親交流会　会場：by you 文京食堂
11 月 29日（日）　　開場：8:30

9:00 ～ 12:30

プレナリー：対話と討論のシンポジウム
「ヘルス・ジャスティス・パートナーシップ（Health-Justice Partnership）
～医療と司法が協働する健康格差への新たな取り組み～」
　座長：武田　裕子氏（順天堂大学大学院　医学研究科医学教育学　教授）
　　　　猪股　正氏（埼玉弁護士会所属　日弁連貧困問題対策本部）
■「ヘルス・ジャスティス・パートナーシップ（HJP）の紹介」
　舟越　光彦氏（日本HPHネットワークコーディネーター）
■【事例検討２例】
　「その支援困難事例、もし司法の目で見たら？～医療×司法の複眼的視点からアプローチを考える～」
■【事例検討１例】
　「司法だけでは救えない当事者をどう支えるか～司法の「困った」に医療・福祉の視点を掛け合わせる～」
　村上　晃氏（長野県弁護士会所属　日弁連貧困問題対策本部）
■「すでにある！日本の先行実践例」
　1. 「精神科医療と司法とのパートナーシップ」
　　阿部　広美氏（熊本県弁護士会所属　日弁連貧困問題対策本部）
　2. 「医療・福祉と法律のネットワークを起点にしたパートナーシップ」
　　北島　正悟氏（金沢弁護士会　日弁連貧困問題対策本部　社会福祉士）
　3. 「法テラスの制度を利用したパートナーシップ」
　　桐木　雪奈氏（秋田弁護士会所属　法テラス秋田法律事務所）
■「振りかえりと共有」
■「医療×司法で挑む、マクロレベルのアドボカシー」
　1. 「トロントの HJP 視察から学んだアドボカシー活動の紹介」
　　吉田絵理子氏（一般財団法人ひふみ会　まちだ丘の上病院　医局長
　　一般社団法人にじいろドクターズ　理事）
　2. 「いのちのとりで裁判とアドボカシー：医療と法律の連携で挑む生存権の擁護」
　　森　弘典氏（愛知県弁護士会所属　日弁連貧困問題対策本部）
　3. ビデオメッセージ
　　竹下　義樹氏（京都弁護士会所属　日弁連貧困問題対策本部　日本視覚障害者団体連合会長）

12:40 ～ 13:00 閉会式・ポスターセッション優秀演題表彰


